
     自衛隊札幌病院（病院長：上部陸将）は、３月６日（火）、北部方面総監部医務官、同人事 

    課長・教育班長、卒業学生の配属先指揮官として北部方面衛生隊長、第７後方支援連隊衛生隊

長、第３普通科連隊本部管理中隊長、第１３施設群本部管理中隊長等多数の関係者が臨席する中、第４

１期初級陸曹特技課程｢准看護師｣卒業式を挙行した。 

 卒業にあたり、病院長は「プロのプライドを持て」「仁の心を磨け」の２点を掲げ、生涯にわたっ

てたゆまぬ研鑽を継続すること、人としての成長を積み上げることを要望した。 

 また、准看護学院長（岩本１佐）からは「全ての経験に無駄はなし 前向きに任務にあたれ」を要

望するとともに、苦難の折には母校を大いに活用せよと激励した。 

 学生代表からは、２年間で培った識能に磨きをかけ一層精進を重ねる力強い抱負と感謝が述べられ、

志と期待を胸にした２３名は、病院職員とご家族に見送られ、全国へ飛び立った。 
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